
 

 

 

   
県立高校入試出題範囲の変更について 

本日８月５日付けの福島民報に２０２１年度県立高校入試の出題範囲の変更についての

記事がありましたので、そのまま掲載します。 

この措置は、新型コロナ対応の影響により県内各中学校で臨時休業が続いたこと、また

感染者の発生状況がそれぞれの市町村で異なっていたことにより臨時休業期間もまちまち

で、居住する市町村によって授業時数の差が出てしまうことに端を発しています。その結

果、十分な習熟・定着を図るための時間が不足する市町村や学校が生じ、不公平になって

しまうのでは・・・ということで、受験生への配慮として、各中学校へアンケートを実施

し、県立高校側で協議し、県教育委員会に要望したものです。今後、県教育委員会が正式

に決定次第、正式な通知が来る予定です

とは言っても、中学校３年生の内容を一部省略してしまっては、来年度、それぞれが選

んだ別々の進路に進むわけですから、やり直しはききません。本校では、全学年の指導す

べき内容をしっかりと指導していく計画で取組んでいます。ただし、例年よりも授業時数 
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が少ないため、授業内での練習や習熟が不足気味になる
かもしれません。入試出題範囲は３年間の学習内容すべ
てです。学年にかかわらず、生徒の皆さんは、例年より家

庭学習での復習や予習が増えることがあります。 
授業での教科の先生の指示をよく聞いて、日々、気合を

入れて取組んで下さい！ 


